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初
代
建
設
省
下
水
道
部
長
、日
本
下
水
道
事
業
団
理
事
長
、日
本
下
水
道
協
会
理
事
長
等
を
歴
任
し
、

日
本
人
初
の
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
水
賞
を
受
賞
。水
道
行
政
三
分
割
か
ら
下
水
道
行
政
の
一
元
化
へ
。そ
し

て
、建
設
省
下
水
道
部
の
発
足
、初
の
流
域
下
水
道
事
業
、流
域
別
下
水
道
総
合
計
画
制
度
の
創
設
等

を
実
現
し
、現
代
下
水
道
行
政
の
基
礎
を
築
き
上
げ
た
久
保
赳
氏
。

本
書
は
、久
保
氏
が
２
０
１
１
年
４
月
１
日
逝
去
後
、絶
筆
と
な
っ
た
手
紙
と
草
稿
を
託
さ
れ
た
稲
場

紀
久
雄
氏
が
そ
れ
ら
を
基
に
コ
メ
ン
ト
を
加
え
て
編
纂
。中
川
秀
直
、前
田
武
志
両
議
員
に
よ
る「
序

に
か
え
て
」、久
保
夫
人
に
よ
る「
想
い
出
」の
記
、久
保
氏
と
共
に
苦
難
を
乗
り
越
え
て
き
た
堤
武
、

石
田
雄
弘
、濱
宏
、谷
口
尚
弘
、末
石
冨
太
郎
の
諸
氏
に
よ
る
当
時
の
証
言
を
ま
と
め
た
貴
重
な
一
冊
。

これは、水環境全体
の中での

下水道のあるべき
姿を

生涯追い求めた久
保赳氏が、

水環境関係者に遺
した

最期のメッセージで
ある。
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久保 赳 （くぼ・たけし）
1920年4月1日札幌市生まれ。北大工学部土木工学科を44年

9月卒業。旧満州国政府高等官試補に任官。大同学院卒業後
程なく敗戦、苦難の末46年9月帰国。故原口忠次郎氏の推薦で
創設直後の建設省に48年11月入省。水道課技官として復興期
の上下水道再建に尽力。57年1月の水道行政三分割後は、下水道
課に所属。下水道を水質汚濁解消の決め手と位置づけ、現代
下水道行政の基礎を築き、71年5月初代下水道部長に就任。
75年7月退官し、日本下水道事業団理事長、日本下水道協会
理事長等を歴任。晩年は、水の基本法の制定を志し、その実現
に努めたが、道半ばで11年4月1日逝去。絶筆の手紙にその遺志
を遺した。享年91。ストックホルム水賞を受賞。北大工博。

稲場紀久雄 （いなば・きくお）
1941年京都市生まれ、京大工学部衛生工学科を65年3月

卒業と同時に、建設省入省。下水道課技官として久保赳下水道
課長の下で下水道行政に携わり、同氏と太い絆で結ばれる。
土木研究所下水道部長を最後に93年大阪経済大学教授に
転じ、現在名誉教授。京大工博。大学に転じてから生命環境経済
学の体系化に務める一方、水制度改革活動を本格化、07年から
水循環基本法の制定運動を推進。久保氏は、絶筆の手紙とその
草稿を委ね、自らの遺志を伝えた。このことが、「遺稿久保赳
自伝」編纂につながった。著書に「下水道論の歴史的探訪」(日本
水道新聞社刊)、「都市の医師」(水道産業新聞社刊)など。同氏
執筆の戦後下水道史(「日本下水道史」(日本下水道協会刊)
総集編収録)は広く読まれている。
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